
輝く女性人材育成事業～花咲かプロジェクト 

参加者アンケート集計結果 

 

【第 1回】 

実施日時：令和７年 12月３日（水） 午後１時半～午後３時半 

参加者数：２名 

 

１． ミニ講座(ジェンダー平等について)の満足度 

a.よかった ２名 b.まあよかった なし c.どちらともいえない なし 

d.あまりよくなかった なし e.よくなかった なし   

 

自分自身の母と仕事の両立について最近考えることが多い中で、夫との家事のバランスを相談することがありました。 

今回の講座と一致する部分も多く、参考になりました。 

天草さんの具体的なジェンダーに関する説明が非常に理解しやすかったです。 

今まで自分の性別(女)主観で物事を考える機会が多かったのですが、男性も同等に被害を受ける事実を再認識できました。 

 

２． メイン(議会傍聴)の満足度 

a.よかった ２名 b.まあよかった なし c.どちらともいえない なし 

d.あまりよくなかった なし e.よくなかった なし   

 

議員の方が市民の声を集めて代弁して下さっていることがよく分かりました。 

市長と質問者１対１の討論ではなく、専門の部署の方の意見も聞けて満足しました。 

 

３． 本講座の目標に向けて、現在抱えている課題とその解決方法。 

社会で問題視されている課題を、他人事として考えがちなので、もう少し自分事として考えたいです。 

専門で働かれている方の意見をたくさん聞き、自分の考えを深めたいです。 

 



【第２回】 

実施日時：令和８年１月 23日（金） 午後３時～午後５時 

参加者数：７名（うち、啓発推進員１名含む）、ほか見学１名 

 

１． ミニ講座(アサーティブなコミュニケーション)の満足度 

a.よかった ７名 b.まあよかった なし c.どちらともいえない なし 

d.あまりよくなかった なし e.よくなかった なし   

 

空気感や和を重んじる風潮が、未だに多いが、適切に自分を表現するためにもアサーティブコミュニケーションが広まると良い

です。 

相手との関係が悪くなることを怖れて、自分の意見が言えないこともあったが、相手との良い関係を築くためにも、自分の意見

を上手く伝えることが大切だということが分かった。 

問題の解決方法ではなく、問題解決のために必要な考え方ということが印象に残っている。 

年齢や立場が違くても自分の考えを伝えるために、正しい意味での対等なコミュニケーションを意識していきたいと思う。 

自分が他人とのコミュニケーションで悩むことが多かったのですごく納得しながら聞いていました。 

自己主張が苦手だということを相談した際に、「思ったことは言ってくれるほうが嬉しい」と言われたことがあり少しずつ意識する

ようになりました。 

自分のモヤモヤの原因を分析して自分の言動を省みることの重要性もわかりました。 

アサーティブなコミュニケーションは気をつけているつもりではあるが、私自身相手を敵に回したくないという一心から相手にあ

わせがちな事が多かったので、講座を通じてよりコミュニケーションの測り方について学べたので良かったです。 

相手との意見の違いへの理解を示したり、共感したりすることが重要だと思いました。 

これが同意するという意味ではなく、理解するということが印象に残りました。 

アサーティブ・コミュニケーションを意識して話せるようにしたいと思いました。 

アサーティブコミュニケーションという言葉は聞いたことがあったものの、実際どういうものかしらなかったので勉強になりまし

た。 

わかりやすく解説していただき、ありがたかったです。 

 

２． メイン(議会事務局による講座)の満足度 

a.よかった ７名 b.まあよかった なし c.どちらともいえない なし 

d.あまりよくなかった なし e.よくなかった なし   

 

議会については、イメージが沸かない部分もあったが、動画やトリセツで、市民にも分かりやすくなるように広報していることが

分かりました。 

市長と議員の方々は、同じ仕事をしているというイメージだったが、違うということが知れて良かった。とても分かりやすかった。 

なんとなくでしか知らなかった市議会の仕組みについて具体的に学ぶ機会になった。 

自身のアンテナが低いだけで、議会における様々な内容を配信、公開していることにとても驚き、また、この取組みの知名度を

上げる活動がさらに必要だと感じた。 



議会についてほとんど知識がなかったですが、とても説明がわかりやすく活動内容や１年の流れ、組織構成など理解すること

ができました。 

難しそうだというイメージがずっとありましたが、議会を聞いてみるのは興味そう、楽しそうだと感じました。 

普段学校の講義で、議会について聞くという貴重な機会が無い為、貴重な講座を受けて頂くことで学習になったからよかったと

感じました。 

議会についてあまり知らなかったのですが、詳しく教えて頂けてよかったです。 

議会だけでなく委員会など多くのところで議論されていることが分かりました。 

これまで議会の仕組みを改めて説明してもらったことがなかったので、興味深かったです。 

他市と比べて島田市の特徴を教えていただけたのも面白く感じました。 

 

３．今後扱ってほしい内容(複数選択) 

a.ロールモデルとの対話 １件 b.男女共同参画の基礎を知る講座 ３件 

c.他の参加者とのディスカ

ッション 

１件 d.専門家等による講演 １件 

e.女性・若者が主体的に参

加するワーク 

３件 f.特にない なし 

 



【第３回】 

実施日時：令和８年２月 20日（金） 午後３時～午後５時 

参加者数：７名（うち、啓発推進員２名含む）、ほか見学１名 

 

１．ミニ講座(なぜ女性議員は増えないのか)の満足度 

a.よかった ７名 b.まあよかった なし c.どちらともいえない なし 

d.あまりよくなかった なし e.よくなかった なし   

 

ポイントを押さえた資料が充実し、データをもとにわかりやすくとても説得力のある講義でした。啓発される若い人たちが多かっ

たことと思います。 

女性議員が増えないのは男性だけではなく、女性にも原因があることを知る事ができた。 

議員になるまでのプロセスやその時々の障壁や悩みをデータでわかりやすくまとめてくださったのでとてもわかりやすかったで

す。 

女性議員の（一日）や、現在起こっている実態、普段聞けないような事を聞く貴重な機会であったから。 

また、現在私たちが口にしている事や当たり前のように学習していることは、女性議員がいたからこそ実現できたものだと学べ

たから。 

「女性議員がなぜ増えないのか」ということがデータとしてまとめられており勉強になりました。 

今回は“講座”ですので仕方がないのかもしれませんが、せっかく様々な目的で色々な方が集まったので意見交換など参加者

同士でする時間があると尚よかったです。 

今までなんとなく抱えていた男性社会のイメージについて、データや数値を基にした根拠と共に説明して頂けたので、十分に納

得することができました。 

今後女性議員を増やすためには、性別による役割意識の思い込みを減らしていけるような、細かな教育をすることが最も大切

だなという風に感じました。 

前半のみの出席でしたが、議員さんとお話するのが初めてだったので、貴重な機会になりました。 

 

２．メイン(市議会議員と話してみよう)の満足度 

a.よかった ６名 b.まあよかった なし c.どちらともいえない なし 

d.あまりよくなかった １名 e.よくなかった なし   

 

議員の生活や仕事の実態を知らなかったことが多く、貴重なお話を聞かせてもらえてよかったです。 

こうした市民との交流をもっと増やした方がよいと思います。 

イベントの目的がフワフワしてた。質問内容も抽象的に感じて、島田市に住んでいる女性の方も参加していたから、実際にもっ

と具体的な悩みだったり、生活する上で感じていることを聞けて、市民の方にも市議会議員の方も、学生にとっても良い時間に

なったと思う。 

市議会議員の方のいろんな日常や本音を聴かせていただいて、とても興味深かったです。 

どの仕事においても、家族の協力、理解は不可欠で、メンバー全員が連帯することが大切だというお話が一番印象的でした。 

女性議員の方々が感じている表側の姿について学ぶことができ、過去のリアルのお話を聞くことができたから。 



また、高校・大学と政治について学習する機会があったが、現場での姿、声という事が授業の中では聞くことができなかったか

ら、貴重なお話を頂けたから。 

市議会議員の方々も私たちと同じ家庭のある女性だとわかり、失礼かもしれませんが親近感がわきました。 

会社に勤めていると男性よりも女性の方が家庭を優先しなければならない場合が多く、「時間を気にせず働く」ということの難し

さを自分に置きかえたときに強く感じました。 

横山様と、大関様から、リアルな声を聞くことができたからです。 

今まで想像のつきにくかった市議会議員様の過去や体験を聞くことができ非常に満足しました。 

お話だけでは市議の仕事が具体的にまだイメージがわかなかったので、時間があればお二人の専門分野や実現した政策に

ついても聞いてみたかったなと興味が湧きました。 

 お忙しさについては、正社員で働く女性も多くその点は同じだと思うので、民間ではなく議員である必要性や理由を、今後機

会があればもう少し詳しく知ってみたいと思いました。  

お二人とも私達に話を合わせて話しやすい雰囲気を作っていただけたので、質問しやすかったです。 議員という固いイメージ

が少し身近なものになりました。お忙しい中、ありがとうございました。 

 

３．今後扱ってほしい内容(複数選択) 

a.ロールモデルとの対話 ５件 b.男女共同参画の基礎を知る講座 ３件 

c.他の参加者とのディスカ

ッション 

３件 d.専門家等による講演 １件 

e.女性・若者が主体的に参

加するワーク 

４件 f.特にない なし 

 

４．女性議員をふやすためにはどのようなことをしたらよいか  

このような講座をぜひ継続して下さい。若い人にターゲットを絞った取組の継続が時間はかかっても成果につながると思いま

す。 

小さい子供に議員は男性の仕事と思わせないこと。 

・議会に託児所を設置する 

・女性議員を応援する団体を設置 

・学校からの呼び出し電話に出られるようにする 

・学校等に出向いて講演会を行うべきだと考える 

＝小さい頃から学習をしてもらうことで偏見や差別・物事の見方が変わりやすくなるのではないかと考えた。 

・家庭との両立のため、夫が時短社員などになっても生活できるくらいの収入。 

・議員活動についての勉強会（男性・女性議員から話を聞く機会）。 

議員の仕事がらまだ具体的にイメージできなかったので、インターンのように１日議員さんのお仕事への同行体験ができれば

面白いかなと思いました。 

 


